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北見工業大学のビジョン

理念
人を育て、科学技術を広め、地域に輝き、未来を拓く

基本目標
1. 向学心を喚起し、創造性を育み、将来の夢を拓く教育
2. 個性に輝き、知の世紀をリードし、地域特色のある研究
3. 地域のニーズに応え、地域をリードし、地域の発展に貢献
4. 国際的視野を踏まえた教育研究、学生・教職員の国際化
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沿革
昭和35年４月１日 国立学校設置法の一部を改正する法律（昭和35年法律第16号）により、北見工業短期大学

（機械科、応用化学科）が設置電気科が設置
昭和37年４月１日 電気科が設置
昭和40年４月１日 土木科が設置
昭和45年４月１日 開発工学科が設置
昭和48年４月１日 電子工学科が設置
昭和51年４月１日 環境工学科が設置

工学専攻科が設置
昭和54年４月１日 応用機械工学科が設置
平成２年４月１日 情報工学科が設置
平成４年４月10日 地域共同研究センターが設置

平成５年４月１日 機械工学科、応用機械工学科、電気工学科、電子工学科、工業化学科、環境工学科、土木工学
科、開発工学科及び一般教育等が改組再編され、機械システム工学科、電気電子工学科、化学
システム工学科、機能材料工学科、土木開発工学科及び共通講座（人間科学）が設置

平成11年４月１日 機器分析センターが設置
平成13年４月１日 未利用エネルギー研究センターが設置
平成14年３月５日 サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーが設置
平成16年４月１日 国立大学法人法（平成15年法律第112号）により、国立大学法人北見工業大学が設立され、北見

工業大学が設置
地域連携・研究戦略室、知的財産本部及び国際交流センターが設置

平成18年７月１日 ものづくりセンターが設置
平成20年４月１日 機械システム工学科、電気電子工学科、情報システム工学科、化学システム工学科、機能材料

工
学科及び土木開発工学科が改組再編され、機械工学科、社会環境工学科、電気電子工学科、情
報システム工学科、バイオ環境化学科及びマテリアル工学科が設置

平成22年４月１日 大学院工学研究科博士後期課程（システム工学専攻、物質工学専攻）を改組し、生産基盤工学専

攻、寒冷地・環境・エネルギー工学専攻及び医療工学専攻が設置
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北見市
人口：124,867人 2011.6.30
面積：1,427.56k㎡

（全国の市の中で第4位）
気温：夏 35℃ 冬 －20℃
年間日照時間：1,878.9h

全国 430位 道内 3位
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①

③
②

④

太陽光発電設備設置箇所

①平成17年度 1号館改修工事 5kW （施設整備費補助金）
②平成21年度 図書館太陽光発電設備工事 38kW （事業費）
③平成21年度 北海道三菱電機販売（株）製太陽光発電装置 10kW （目的積立金）
④平成22年度 福利施設太陽光発電設備工事 25kW
（前中期目標期間繰越積立金＋地域新エネルギー等導入補助金） 5



太陽光発電設備設置経緯

本学では、公共的機関の一つとして、積極的な自然エネルギーシステムの導入を図って
います。平成17年度には①1号館の改修工事に伴いアトリウムの天窓を利用した太陽光
発電パネルを設置しました。この試みは、発電容量は5kWと少ないながらも、アトリウムに

照りつける太陽光を和らげるという効果と、よく見える場所にあることから、自然エネル
ギーに興味を持ち、学ぶためのインセンティブとしての意味合いも持っています。平成21
年度には、②総合研究棟の屋上に10kW 、そして③図書館屋上に38kW の太陽光発電パ
ネルを設置しました。前者は、平成20年7月に開催された北海道洞爺湖サミットの施設で

使用されたパネルの一部で、従前からの「太陽光エネルギー→北見工業大学」のイメージ
をさらにアピールしようとの意図で導入したものです。後者は、「積極的に太陽光発電パネ
ルの導入を進める」とする政府の方針を受けて、文部科学省の助成を受けて設置された
ものです。本学では、平成22年度には、④大学食堂の改修・増築を進めており、その屋上
にも一部NEPCからの助成を受けて、25kW のパネルを設置し、作業を進めております。他
の小型の発電パネル設備と合わせますと、全部で約80kWの太陽光発電パネルが設置さ

れています。このことは、工学部学生に対して、改めて「環境・エネルギー」の重要性を普
段の生活を通じて知らせることに役立つとともに、広く北見市民への啓蒙にも繋がるもの
と期待しているところです。世界的な異常気象がしばしば報道される昨今、北見地方も通
常とは異なる季節変化を感じるようになってきています。しかし、北見工業大学は、これま
でと同様「自然と調和するテクノロジーの発展を目指して」をスローガンに、これまで以上
に教育・研究に邁進していくこととしています。
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環境負荷
公園町キャンパス総エネルギー投入量

施設の整備により面積が増えていますが、省エネルギーの効果が顕著となっています。

冬季の寒冷、夏季の猛暑などの外的要因による変動もありますが、減少傾向にあります。

エネルギー種別 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

電気 [千ｋWｈ] 6,484 6,399 6,249 6,351 5,971 5,875 5974

都市ガス [千ｍ3] 148 163 175 207 152 99 93

Ａ重油 [ｋL] 813 749 661 663 672 725 709

灯油 [ｋL] 10 10 11 10 7 4 5

エネルギー起源CO2排出量 [t-CO2] 5,940 5,730 5,420 5,504 5,628 5,416 4765

原油換算 [ｋL] 2,555 2,473 2,352 2,392 2,279 2,337 2381

対象延べ面積 [m2] 55,135 55,423 56,285 56,416 56,917 57,122 57269

エネルギー原単位 [kL/m2] 0.0463 0.0446 0.0418 0.0424 0.0400 0.0409 0.0416

※原油換算は平成18年度に改正された省エネ法に基づき換算。

※前年度比は、対象の前年度を100として計算

※エネルギー原単位は、年度毎の対象延べ面積あたりの原油換算値。
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1号館アトリウム外観

1号館アトリウム天窓

太陽光パネル設置状況
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図書館・総合研究棟屋上 9



太陽光パネル設置状況

表示装置設置状況パワコン設置状況

図書館
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食堂・大学会館太陽光パネル設置状況

大学会館表示装置設置状況
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2011年5月30日現在

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 合計
総合研究棟 10,192.2 5,066.0 

図書館 36,020.3 18,339.7 
食堂 10,709.4 

アトリウム 5,667.7 6,310.4 6,114.1 5,818.5 144.6 2,209.0 
計 5,667.7 6,310.4 6,114.1 5,818.5 46,357.1 36,324.1 82,681.2 kWh
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